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1 章  micromass culture の基礎解析  
 最終目標の達成のためには、まず、四肢を形成する細胞集団の挙動を理解するための、
わかりやすいシンプルな実験系を確立する必要がある。生体よりもシンプルだと思われる
培養系のひとつとして、ニワトリ肢芽間充織を高密度で培養する micromass culture と呼
ばれる培養法が挙げられる。この培養法を特定の時期のニワトリ胚肢芽間充織の細胞集団
を用いて行うと、軟骨に分化する細胞凝集塊（ nodule）が形成されることが知られている









2 章  ニワトリ細胞における光刺激による遺伝子発現誘導システムの開発  
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